
2021年度 石教研国語（小）部会 第二次研究協議会 
 
今年度はコロナ禍での開催でしたので、あらかじめ録画された授業を見た後、全体で協議をする、と

いう形をとりました。よって、研究授業の写真の掲載はありません。また、市町村サークルでの研究協

議も全体で一括して行ったため、写真が無いブロックもありますことをご了承ください。 

 

１．第二次研究協議会での交流内容  
（１）授業公開の様子（低学年） 

１年生 教材名「くじらぐも」 

授 業 者： 

本時の目標：くじらぐも、先生、子どもたちの楽しんでいる様子を思い浮かべ、自分なりの

言葉を用いながら登場人物になりきって表現する。  

 

 児童の活動 教師の働きかけ 留意点 

導
入 

１．前時までの振り返り 

２．４場面を音読する。 

 

 

 

３．課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室内に

は、くじ

らぐもを

模した掲

示物を貼

る。 

展
開 

４．言葉に注目して、想像したことを発表す

る。 

・「さあ、泳ぐぞ。」と言っている。 

・急いでいます。 

 

・楽しそうです。 

・歌いたくなってきました。 

 

５．自分なりの言葉を考え、文字で表現する。 

・自分が、物語の一人になったつもりで会話や

言葉を考えホワイトボードに書く。 

 

６．書いた言葉を音声で表現する。 

・うみがきれいだね。 

・みんなで歌おう。 

 

○くじらぐもは、どんな様子ですか。 

・くじらの向かう方向や場所、見えるも

の、子どもたちの様子に着目させる。 

 

 

 

 

 

 

○この中の一人になりきって、今の気持

ちを自分の言葉でホワイトボードに書

きましょう。 

くじらぐ

もと子ど

もたちの

様子をお

さえ、叙

述に沿っ

て想像を

膨らませ

る。 

 

 

くじらぐ

もの掲示

物を見な

がら、考

えさせた

い。 

ま
と
め 

７．学習のまとめをする。 

・ホワイトボードに書かれた言葉を思い浮かべ

ながら、4 場面を音読する。 

 

 

 

 

 

○今日の学習を振り返る。 授業終了

後、 ホワ

イトボー

ドの 写真

をノート

に貼る。 

 

 

 

 

 

 

 

課 なりきって きもちをあらわそう。 

ま ホワイトボードに書いた言葉をまとめとし、ノートに書く活動はしない。 



●協議内容および成果と課題（低学年） 

○「根拠をもって」を貫く授業だった。叙述をに沿って想像することで、勝手な考えになることを

防げた。子どもの発表後に教師側の評価があると更に良いと考える。 

○ホワイトボードを使うことで、個々の考えがわかり、全員発表ができる。反面、活動が固定され

ると、主体的な学びに制限をかけてしまうこともある。いろいろな考えを模索することが大切で

ある。 

△根拠をもって人物の気持ちを表すことは大切だが、そのために語彙を増やす必要がある。 

 

（２）授業公開の様子（中学年） 

３年生 教材名「すがたをかえる大豆」 

授 業 者： 

本時の目標：「中」のそれぞれ段落の内容を読み取り、例の書き方やその順序など説明のしか

たの工夫を見つけることができる。 

 

 児童の活動 教師の働きかけ 留意点 

導
入 

１．前時までの振り返り 

・「問い」の答えが具体例として段落ごと

に示されていたことを確認する。 

２．課題をつかむ。 

・③～⑦段落が、なぜこの順番になってい

るか話し合う。 

 

 

○前時においしく食べるための工夫を考え

たことを想起させる。 

 

 

 

 

 

 

これまでの

学習の教室

掲示 

展
開 

３．「中」を音読する。 

 

４．それぞれの具体例の順序を表す接続語

を探す。 

③いちばんわかりやすいのは、④次に、 

⑤また、⑥さらに、⑦これらの他に、 

５．「中」の段落は、どうしてこの順序に

なっているか考える。 

（個人→グループ交流） 

・わかりやすい順 ・調理が簡単な順 

・同じような加工の種類ごと 

 

６．全体交流 

  グループごとに意見発表。 

 

 

 

○段落ごとに具体例がまとめられていたこ

とを確認する。 

 

 

○段落ごとのまとまりに、どんな特徴 

 があるか話し合わせる 

 

 

 

前時の具体

例の板書を

掲示 

ま
と
め 

７．本時の学習をふりかえる。 

・今日の学習の感想を書く。 

 

 

８．次時の学習を確認する。 

○今日の学習で分かったこと、感じたこと

などについてふり返る。 

 

 

 

●協議内容および成果と課題（中学年） 

○教材の良さを生かした時数配当・単元構成にすることができた。 

○多様な考えを一つにまとめず、オープンエンドにしたことで子どもたちの達成感や意欲化につな

げることができた。 

△板書に写真を用いて視覚的な視点を与えた上で、理由を考えさせても良かった。 

 

 

課 「中」をくわしく読んで、筆者のせつ明のひみつをみつけよう。 



（３）授業公開の様子（高学年） 

６年生 教材名「やまなし」 

授 業 者： 

本時の目標：「十二月」から読み取ったことを図に表して、場面の様子を短くまとめることが

できる。 

 

 児童の活動 教師の働きかけ 留意点 

導
入 

１．「五月」の幻灯をノートでふり返る。     

２．学習課題をつかむ  

 

 

 

 

○「五月」に描かれていた世界を隣の人と

確認させる 

 

 

 

○現時点での自分や周りの人の立場を確認

させる。 

 

展
開 

３．「十二月」をペアで丸読みする。 

→早く読み終えたペアは、線を引く。 

 

４．3つのポイントで確認をする。 

 ①かに達の話題 

・あわ ・やまなし  

 ②水や光の様子 

・冷たい ・月光 ・きれい 

 ③上から来たもの 

・かわせみ？ ・やまなし 

５．「十二月」を図に表す。 

 

 

 

 

 

○3 つのポイントや図にするために必要だ

と思う文章に線を引かせる。 

 

○「五月」と同じ 3 つのポイントを黒板に

書いて確認させる。 

 

 

 

 

 

○3 つのポイントを踏まえて、「十二月」

の世界を図に表現させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「五月」と

「十二月」

を比較しや

すいように

ノート作り

を進める。 

ま
と
め 

６．「十二月」がどんな場面だったか自分の

言葉で短くまとめる。 

 

７．まとめの交流を行う。 

○「十二月」を「～な場面」「～を伝えた

い場面」のように短くまとめさせる。 

 

○根拠となる文や理由を質問する。 

 

●協議内容および成果と課題（高学年） 

○場面を図に表すということを目的にもつことで、より本文を読み解くことを大事にしていた。 

○図を媒介にして、児童同士で意見の交流をしたことで、対話的な学びによって自分では考えていなかっ

たことを知り、読み深めることができた。 

 △読みを更に深める展開を講じるための教師の問いかけが不十分だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課「十二月」から読み取ったことを図に表して、場面の様子を短くまとめよう。 



２ 専門部会第二次研究協議会での協議内容 
 

低学年 

ブロック 

 

 

 

 

＜成果＞ 

○「どこ」「からだのとくちょう」「かくれかた」を色別で分けて活動したことは、とても有効

だった。(恵庭) 

○カードの並び替えの交流により、相手に伝わる言い方や相手を思いやった言葉づかいがで 

きるようになり、話し合いが深まった。(北広島) 

○文章構成を色分けして視覚化すること、デジタル教科書にこれまでの学習で書き込んだこと

を残すことにより、事例ごとの文章構成が同じであると気づくことができた。(石狩) 

○説明文を実際に自分で書く経験ができたことは、効果的だった。本文を色分けするなどの手

立てにより、1年生段階でも、書きあげることができた。(江別) 

＜課題＞ 

●現在、様々な制約があるため、児童の交流をどう行っていくかが課題である。ペア交流など

の方法について、それに代わる活動について工夫が必要である。 

中学年 

ブロック 

＜成果＞ 

○読みに興味をもたせるための問い（物語の結末は、人物にとって納得していたのか。）は、

効果的だった。「自分はこう思う」という表現への意欲が高まっていった。（当別・新篠津） 

○単元を通して色彩語からのイメージを考えるように取り組んできた。その結果、それぞれの

ノートにしっかりとまとめることができていた。（石狩） 

○1 時間ごとの読みの視点が明確なことで、何を学んだかをふり返ることができる授業だっ

た。また、自分の問いをもって読み解いていく活動を通して、自分の考えを形成していくこ

とができていた。（北広島） 

○子どもたちが、効果的な写真の使い方や順序を表す接続語など、筆者の工夫に気づき、それ

をもとに例の順序や構成を意識して説明文を書くことができた。（江別） 

＜課題＞ 

●教師の指導意図を明確にしながら、単元構成を考えていくことが大切である。この単元で何

を指導するのかをしっかりと抑えたうえで、指導の見通しを立てていく必要がある。 

●グループでの交流が難しかった。様々な交流のさせ方のスキルをつけていく必要がある。 

高学年 

ブロック 

＜成果＞ 

○単元全体を通して、「学びのガイド」を活用することで児童一人一人が、その時間に「何を

学習するのか」見通しをもつことができた。また、前時のふり返りや、本時の目標をすぐに

確認することができて主体的に学習に取り組むことができた。（恵庭） 

○筆者の主張から根拠を探っていくという「逆思考」の読みを展開したことで、内容の把握が

より鮮明になった。（北広島） 

○「五月」「十二月」と分けて、イメージ図で表したり、読み取ったこと（対比表現）をまと

めたりしていくことで、どの児童も文章の構造や内容理解ができた。（江別） 

○課題に入る前に情景描写の確認をしたことで、課題にスムーズに入っていけた。紙黒板で今

までの読みが整理してあることで、本時の「きっかけ探し」の根拠を個人で探すことができ

た。（石狩） 

＜課題＞ 

●それぞれの場面を簡単な絵や図にまとめるという活動が、絵の不得意な児童にとっては、読

み取ったことや想像したことを表現する方法としては、難しかった。 

●筆者の考えを短い言葉でまとめる際に、最初から文型を提示したため、どの児童も同じよう

な内容の文章になってしまった。本文を自分なりの解釈、自分の言葉に変換させるために

は、最初から文系を提示するのではなく、「文章と対話」をする時間をもう少し取る必要が

ある。 
 


